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事業所リレートーク
チャレンジ・アクション
　笑って泣いて、輝いた「象の花子」！
　～水内荘演劇サークル「空」第二回公演～
つれづれ福祉
　工房ぬくもり×めん屋 鼓舞士 コラボラーメン開発！
　～地域との協働、そして働く喜びへ～
平成27年度組織概要／平成27年度事業計画・収支予算書
平成26年度事業報告／収支決算書／人事異動／プレゼント ほか

「食」を通じた豊かな暮らしづくり
～長野県社会福祉事業団における「食」の取組み～

今回の善光寺御開帳は北陸新幹線の開通も重なり、過去最高の
700万人を超える参拝者が訪れ、本堂の前に建てられた回向柱
には最長で約2時間待ち（！）の長い列ができました。
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本
年
4
月
、
理
事
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
10
年
ほ
ど
前
に
西
駒
郷
の
所
長
を

務
め
て
以
来
の
御
縁
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
、
職
責
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
は

今
年
で
設
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、

福
祉
の
先
駆
け
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ

て
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
専
門
家
集

団
と
し
て
の
豊
富
な
人
材
を
活
用
し
、

措
置
か
ら
契
約
へ
と
い
う
利
用
者
本
位

の
社
会
福
祉
諸
制
度
の
大
変
革
や
、
民

間
企
業
の
参
入
な
ど
、
事
業
団
を
取
り

巻
く
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
わ
る
中
、

経
営
改
善
に
鋭
意
取
り
組
み
な
が
ら
、

日
々
の
業
務
を
誠
実
に
実
行
す
る
こ
と

で
、
長
野
県
の
地
域
福
祉
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
福
祉
分
野
へ
の
参
入

が
様
々
な
法
人
に
お
い
て
も
可
能
と
な

り
、
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
自
体
の
在
り

方
が
非
課
税
制
度
と
の
関
連
で
議
論
さ

れ
る
中
、
私
た
ち
社
会
福
祉
法
人
は
、

地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
活
動
の
実
践

を
よ
り
活
発
に
行
う
と
と
も
に
、
地

域
住
民
へ
の
積
極
的
な
情
報
開
示
に

努
め
、
地
域
か
ら
一
層
信
頼
さ
れ
る

団
体
と
し
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
い
く
つ
か
の
県
で
は
、
行

政
改
革
の
一
環
と
し
て
県
立
施
設
が

当
該
県
の
社
会
福
祉
事
業
団
に
移
譲

さ
れ
、
事
業
団
に
よ
り
自
主
自
立
運

営
さ
れ
る
な
ど
施
設
の
運
営
形
態
は

様
々
で
す
が
、
財
政
的
な
裏
付
け
と

健
全
な
財
政
運
営
、
そ
し
て
職
員
一

体
と
な
っ
た
真
摯
で
心
の
こ
も
っ
た

取
組
み
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で

あ
っ
て
も
常
に
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
私
た
ち
の
実
力
に
さ
ら
に
磨
き

を
か
け
、
行
政
や
諸
団
体
の
皆
様
と

の
交
流
や
意
見
交
換
を
積
極
的
に
行

い
、
日
々
生
ず
る
課
題
を
着
実
に
乗

り
越
え
、
長
野
県
の
地
域
福
祉
の
中

核
的
担
い
手
た
る
べ
く
、
一
層
の
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
理
解
・
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団 

理
事
長　

和
田
　
恭
良



　

今
回
の
特
集
記
事
は
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
長
野

県
社
会
福
祉
事
業
団
の
各
事
業
所
が
「
豊
か
な
暮

ら
し
づ
く
り
」
に
向
け
て
実
践
し
て
い
る
取
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
食
」
は
人
が
生
き
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な

活
動
で
す
。

　

長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
で
は
「
第
2
次
長
期

構
想
」
に
お
い
て
「
信
州
自
然
的
暮
ら
し
の
創

造
」
を
標
榜
し
、
障
が
い
者
の
豊
か
な
暮
ら
し
づ

く
り
に
向
け
て
支
援
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
中

で
「
食
」
に
関
す
る
項
目
は
多
岐
に
わ
た
り
、
非

常
に
大
き
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

知
的
障
が
い
を
持
つ
方
に
と
っ
て
、
自
己
実

現
で
き
る
暮
ら
し
の
場
面
・
イ
メ
ー
ジ
は
「
シ

ン
プ
ル
」「
わ
か
り
や
す
い
」「
ゆ
っ
た
り
」

等
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
的
言
葉
や
エ
コ
的
言
葉
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

現
代
の
文
化
的
生
活
を
否
定
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
事
業
団
で
は
信
州
と
い
う

自
然
・
風
土
や
伝
統
の
中
、
下
表
の
よ
う
な
場

面
・
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
暮
ら
し
の
場
面
に

「
食
」
は
欠
か
せ
な
い
活
動
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
下
表
黄
色
部
分
）

～
長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
に
お
け
る「
食
」の
取
組
み
～

を
通
じ
た
豊
か
な
暮
ら
し
づ
く
り

「
食
」

長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
が

考
え
る
「
食
」

「
信
州
自
然
的
暮
ら
し
」
を

取
り
入
れ
た
暮
ら
し
の

場
面
・
イ
メ
ー
ジ

項　　目 具　体　的　場　面
信州の風土を生か
した暮らし

自然散策、自転車ツアー、キャンプ、山菜
取り、川釣り、昆虫採集、動物飼育等

信州の農的暮らし 花壇・庭木作り、野菜・果樹作り、コメ作
り、家畜、日曜大工等（自給、地産地消）

信州の各地域の生
活習慣・伝統を取
り入れた暮らし

隣組、伝統・地域行事（祭等）参加、季節
行事等実施、郷土食摂取、手作り料理（味
噌・漬物等）、自給自足的時間

1.
2.

3.

長野県社会福祉事業団
第2次長期構想とは

　今後の事業団の基本方針や推進のため

の具体的方策を明らかにするため平成24

年11月に策定（計画期間：平成24年4月

1日から29年3月31日（5年間））

　この中で、知的障がい者の暮らしの中

に「信州の自然・風土、伝統、生活習

慣、食文化、季節行事等」を積極的に取

り入れることを明記しました。
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1.
　信州にははっきりと四季が訪れ、山野に出かけると春
夏秋冬それぞれの季節に応じた旬の食材を享受すること
ができます。

信州の風土を生かした暮らし

　畑での本格的な農作業からプランター
での手軽な野菜栽培まで、それぞれの事
業所で多種多様な農的暮らしを実践して
います。何より自分たちで栽培した野菜
や果物を収穫し、それが食卓に並ぶこと
が大きな喜びにつながっています。

2. 信州の農的暮らし

　南北に長い長野県はそれぞれの地域にそれぞれの生活習慣・伝統が息づいています。
　そして、地域の皆様の協力を得ながら、それらを日々の暮らしに積極的に取り入れています。

3. 信州各地域の生活習慣・伝統を取り入れた暮らし

味
噌
づ
く
り

（
み
の
ち
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

）

豆
腐
づ
く
り

（
わ
ー
く
西
駒
）

❶ 鍋で大豆を茹でて…❷ミンチにします。❸ 麹や塩を混ぜて…❹ 器で寝かせます。❺ 完成！！

❸ 

キ
レ
イ
に
な
り
ま
し
た
！

❹ わーく西駒でパック詰め ❶ 収穫した大豆の…❷ 殻をとって…❺ 

完
成
！！

［みのちグループホームセンター］（長野市）

［ほっとグループホーム伊南］（駒ヶ根市）

　春。グループホームの仲間同士で近隣の土手に
生えてくる「ふきのとう」を採りに出かけます。
　採ったふきのとうは、世話人さんが天ぷらやふ
き味噌にして日々の食卓に並びます。

　秋。ぶどう狩りに出かけます。食べなれたいつも
のぶどうも屋外で食べると一層おいしく感じます。

［辰野町地域活動支援センター］
［辰野町障がい者就労支援センター］（辰野町）

［西駒郷］（駒ヶ根市・宮田村）

［信濃学園］（松本市）

　事業所の横にあるスペースでミニトマトやキュウリ
などを育てています。昼食やおやつの時間に皆で食べた
り、移動販売車で販売する冷やしラーメンの食材として
も活用しています。

　広大な敷地を活かし、大豆やサツマイモ等を
育てています。
　サツマイモは利用者のおやつとして焼き芋に。
大豆はわーく西駒（※事業所リレートーク、プ
レゼント参照）の豆腐や焼き菓子の材料として
活用しています。

［水内荘］（長野市）
　長野県北部では「粉物文化」
と言われるほど、「うどん」、「お
やき」などの粉物を頻繁に食し
ます。写真の「にらせんべい」
もこの地域の代表的な郷土食と
して利用者にも大人気です。

　松本市波田地区は「スイカの
名産地」として有名です。シー
ズンには近隣農家の方にスイカ
をいただきスイカ割りを楽しみ
ます。また新そばの季節にはそ
ば職人さんにご協力いただき、
打ちたてのそばを食べるのも大
きな楽しみとなっています。

大
豆
を
使
っ
た

加
工
食
品
づ
く
り

やまなみ 2015 夏3



郷土食である「五平餅」のほか、そらまめを
使った「アオガエル」、ミニトマトを使った
「さくらんぼ」を仕上げました

山越氏が作る厚焼き卵はム
ラがなく焦げた部分が一切
ありません

「五平餅」づくり。食べ
たことはあっても作るの
は初めてです

駒
ヶ
根
高
原
ふ
く
し
セ
ミ
ナ
ー
で
の
取
組
み

　

当
事
業
団
が
中
心
と
な
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
県

内
6
団
体
と
実
行
委
員
会
形
式
に
て
開
催
し
て
い
る

「
駒
ヶ
根
高
原
ふ
く
し
セ
ミ
ナ
ー
」。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
「
学
ぶ
・
交
わ
る
・
楽
し
む
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
当
事
者
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
ま
す
が
、「
障
が
い
者
の
豊
か
な
暮
ら
し

づ
く
り
」
の
具
現
化
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
「
食
」

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
一
貫
し
て
開
催
し
て
き
ま
し

た
。［
表
］

　

第
4
回
目
と
な
る
今
回
は
こ
れ
ま
で
の

「
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
」
を
改
め
、
長
野
県
食

育
推
進
部
長
（
名
誉
技
能
師
範
）
で
、
地
元

ホ
テ
ル
の
総
料
理
長
山
越
信
治
氏
を
講
師
に

招
き
、「
行
事
と
食
を
楽
し
む
」
を
テ
ー
マ

に
、
旬
の
食
材
の
話
や
行
事
食
の
講
義
を
受

け
、
そ
の
内
容
に
沿
っ
た
弁
当
を
皆
で
作
り

ま
し
た
。

　

山
越
氏
の
軽
妙
な
語
り
口
に

引
き
込
ま
れ
な
が
ら
、
さ
す

が
の
プ
ロ
の
技
に
驚
い
た
り

感
心
し
た
り
…
。
参
加
者

も
ス
タ
ッ
フ
も
一
体
と
な

り
、
と
て
も
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
自
分
で

作
っ
た
お
弁
当
の
あ
ま
り
の

（
良
い
）
出
来
栄
え
に
「
施
設
に

帰
っ
て
み
ん
な
に
見
せ
た
い
！
」「
食
べ
た

く
な
い
！！
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
も
。

　
「
食
」
を
通
じ
、
今
後
の
「
暮
ら
し
」
を

豊
か
に
す
る
可
能
性
を
充
分
に
感
じ
た
イ

ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

開催回（月日） 「食」に関するイベント 内　　容

第1回
（H24.10.20-21） 創作料理コンテスト

駒天豆腐を使った料理コンテスト
様々な料理が生まれました

第2回
（H25.7.12-13） 創作スイーツコンテスト

駒天豆腐を使ったスイーツコンテスト
豆腐がスイーツに大変身

第3回
（H26.6.27-28） スイーツコンテスト

スポンジケーキをデコレーション
完成品を地元パティシエが講評

第4回
（H27.6.26-27） お弁当教室

地元料理人の指導によるお弁当教室
講義・実演の後、お弁当を作りました

※�「第4回 駒ヶ根高原ふくしセミナー」は「平成27年度長野
県地域発元気づくり支援金」を活用して開催しています。

　

冒
頭
に
「『
食
』
は
人
が
生
き
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
活
動

で
す
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、「
食
」
は
生
命
の
維
持
を
目
的
と

し
た
生
物
の
根
源
的
な
行
為
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
我
々
人
間
に

と
っ
て
日
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
「
趣
味
」
や
「
生
き
が

い
」
に
も
つ
な
が
る
楽
し
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
「
食
」
を
通
じ

て
四
季
を
感
じ
た
り
、
農
業
を
楽
し
ん
だ
り
、
生
活
習
慣
・
伝
統

を
学
ぶ
中
で
地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
と
に
福
祉
事
業
所
を
利
用
す
る
方
々
に
と
っ
て
、「
食
」
は

毎
日
の
暮
ら
し
に
彩
り
を
加
え
、
時
に
は
行
事
食
な
ど
に
よ
っ
て

季
節
や
人
生
の
節
目
を
感
じ
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
視
点
に
基
づ
き
、
事
業
団
で
は
こ
れ
か
ら
も
各
事

業
所
に
お
い
て
「
豊
か
な
暮
ら
し
づ
く
り
」
の
具
現
化
に
向
け
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。�

（
中
村
）

お
わ
り
に
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事業所 各事業所それぞれの特徴と
現状・課題を紹介します。

　水内荘は、県内で初めて、
国内でも6番目の知的障害者
入所施設として昭和37年に開
設※され、平成24年には水内
荘創立50周年を迎えました。
　以前は援農（農家のお手伝
い）や町民運動会への参加、
そして今では地域と合同で行
う泉水祭りを中心に地域との
連携やつながりを大切にして
います。

　水内荘の歴史が深まるにつれて利
用者も年を重ね、今までとは違った
支援体制が必要となってきました。
地域と水内荘の関わり方も形を変え
てきましたが、地域の皆様には以前
と変わらぬご理解・ご支援をいただ
き、水内荘の利用者・職員も地域住
民の一人として、日々豊かな暮らし
を送っています。� （東）
※昭和40年事業団に経営移管

　信濃学園は昭和26年に開設
され64年、現在地に移転して
からは31年という長い歴史が
あります。私ども事業団が指
定管理者として運営し始めて
からは、今年で５年目になり
ます。
　県の時代と事業団が指定管
理を始めてからの違いを一つ
挙げるとすれば、経費や支援
における柔軟性ではないで
しょうか。利用者さんの外出や社会体験費の導入が
でき、一段と幅広い社会体験を提供することにつな
がっていますし、それを可能にしたのは、職員の支
援体制だと思われます。県の時代の良い点と民間手
法を併せ持たせた、より良い施設運営を職員一同進
めていきたいと思います。� （平林）

　わーく西駒は、平成
２３年４月から就労継続
支援A型事業所として
スタートし、今年で節
目となる５年目を迎え
ました。現在、９名の
利用者と雇用契約を結
び地元信州産大豆（ナ
カセンナリ）を使用し

た豆腐・どら焼き・焼き菓子など食品製造の「信州まめ匠」
と、宿泊・食事提供や入所施設のキーパー補助業務の「西駒
会館」に分かれて、事業を展開しています。
　信州まめ匠では、昨年度から豆乳・おからを使用した新製
品の開発にも力を入れ、これまでに４種の焼き菓子の商品化
につなげることができました。なかでも、一番人気のスコー
ンは豆乳を使用したことでしっとりとした口どけの良い製品
に仕上がりオススメです。
　事業が安定してきた反面、販売・製造にかかる負担が増え
てきていることも課題であ
り、今後新たな雇用創出を
行いながら利用者がやりが
いを持って仕事に取り組む
ことができる、地域に根ざ
した愛される事業所を目指
していきます。� （保坂）

❸ わーく西駒
～やりがいのある仕事で経済的な自立を～

❷ 信濃学園
～県で唯一の福祉型障害児入所施設として～

❶ 水内荘
～地域との連携やつながりを大切にして５０余年～
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各事業所におけるさまざまな「チャレンジ」を
紹介するコーナーです。

　

一
昨
年
の
第
１
回
公
演
「
朱
鷺
」
か
ら
１

年
半
。
計
74
回
の
練
習
を
積
み
、
キ
ャ
ス

ト
・
ス
タ
ッ
フ
総
勢
３５
人
（
う
ち
利
用
者
２１

人
（
Ｇ
Ｈ
１８
、
入
所
２
、
在
宅
１
））
で
６

月
１８
日
か
ら
２０
日
の
３
日
間
、
水
内
荘
体
育

館
に
て
「
象
の
花
子
」
を
上
演
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
演
は
、
内
容
が
第
二
次
世
界
大
戦

中
の
た
め
、
軍
服
を
は
じ
め
衣
装
・
小
道
具

揃
え
に
多
く
の
人
の
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

［
表
1
］

　

ま
た
、
広
報
は
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
印
刷

の
ほ
か
、
多
く
の
報
道
機
関
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
そ
の
結
果
、
前
回
を
１
０
０
人
程
度

上
回
る
お
客
さ
ん
と
な
り
ま
し
た
。

～
水
内
荘
演
劇
サ
ー
ク
ル

　
　「
空
」
第
二
回
公
演
～

笑
っ
て
泣
い
て
、

　
　
輝
い
た
「
象
の
花
子
」！

　

観
劇
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
好
意

的
評
価
を
頂
き
、
利
用
者
に
と
っ
て

輝
い
た
時
間
と
な
る
と
と
も
に
、
交

流
の
輪
も
拡
が
り
ま
し
た
。

借
り
物

内　
　

容

借
用
先

大
道
具

小
道
具

オ
ル
ガ
ン
、
学
校
机
・
鞄
、
鐘
、
雨

戸
、
背
負
子
、
古
時
計
等

2
団
体
、

７
個
人

衣　

装

軍
服
、
軍
靴
、
羽
織
袴
等

1
団
体
、

4
個
人

照　

明

ス
ポ
ッ
ト
、
ト
ラ
イ
ダ
ッ
ク
等

3
団
体

こんな風に広報しました

［表２］　広報活動実績

［表1］　借り物

［図1］観劇者数

　広報活動は［表2］のとおり行いました。第1回公演との違
いは、町内の防災無線を活用のほか、公演５日前、地方紙（信
濃毎日新聞）に記事を掲載していただいたことです。また、全
国紙地方版（朝日新聞）やタブロイド紙（週刊長野）にも記事
が掲載されました。こうした新聞掲載は、参加メンバーの「や
るんだ！」という自覚・意欲の喚起にもつながりました。

多かった他施設利用者、
一般（地域住民）の皆さん

　広報の効果もあり、今回の観
劇者は他法人施設利用者と一般

（地域住民）の皆さんが大きく増
加し、３日間で４１１人と前回を約
１００人上回りました。［図1］
　また、3日目公演（20日（土）
には、子供を連れた家族の姿が
多くみられました。
　なお、他法人施設利用者が増
加した理由は、平日公演を2日

（前回は1日）に増やしたことが
起因していると考えられます。

広　　報 内　　容

ポスターの掲載 計63枚掲載

施設・学校 25枚

町内 18枚

事業団事業所（長野ブロック以外） 11枚

事業団事業所（長野ブロック） 9枚

チラシの配布 計2,540枚配布

施設・学校 550枚

町内（新聞折込含） 1,340枚

事業団事業所（長野ブロック以外） 200枚

事業団事業所（長野ブロック） 450枚

報道機関への広
報依頼

TV関係　4社
新聞　5社

町内防災無線 1日2回　1週間放送

結
び

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
観
客
の
皆
さ
ん
は

年
齢
５０
代
以
上
で
豊
野
町
内
の
人
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
感
想
は
「
大
変
良
か
っ
た
」「
よ

か
っ
た
」
と
の
声
が
多
く
、
同
程
度
に
「
面
白

か
っ
た
」「
泣
け
た
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
自
由
回
答
で
は
、「
利
用
者
の
皆
さ
ん
の

頑
張
り
に
感
激
し
、
泣
か
さ
れ
ま
し
た
」「
次

回
に
期
待
し
ま
す
」
が
多
く
、「
空
」
の
活
動

の
主
目
的
で
あ
る
『
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な
く
て

も
、
約
束
ど
お
り
動
け
な
く
て
も
、
そ
の
人
が

舞
台
の
上
で
今
を
生
き
る
こ
と
で
作
品
と
な

り
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
』
が
具
現
化
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
し
た
。

　

演
劇
は
、
演
ず
る
側
と
観
る
側
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
で
す
。
キ
ャ
ス
ト
の
高
齢
利
用
者
も
、

毎
回
大
勢
の
観
劇
者
の
「
笑
い
」
や
「
拍
手
」

に
乗
せ
ら
れ
、
充
実
し
た
感
動
的
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
、
練
習
方
法
の
改
善
や
充
実
に

加
え
、
今
回
の
広
報
活
動
等
に
よ
り
増
加
し
た

観
客
動
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
磨
き
、
更
な
る
増
加

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。�

（
宮
之
本
）

0 100 200 300 40050 150 250 350 450

第２回
「象の花子」

第１回
「朱鷺」

■長野ブロック利用者 ■事業団職員 ■職員家族
■保護者家族 ■他法人施設利用者 ■一般（地域住民）

94

89 59

14 6

69 76

51

14 21

119 112

先輩の出征 学校（国語の時間）

花子を守るゲンと
婦人会・子供たち

花子の曲芸大会

主人公（飼育係）と花子

婦人会消火訓練
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当
事
業
団
が
運
営
す
る
就
労
継
続
支
援

B
型
事
業
所
「
辰
野
町
障
が
い
者
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー『
工
房
ぬ
く
も
り
』」
は
、
同

セ
ン
タ
ー
が
製
造
販
売
し
て
い
る
生
麺
の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
利
用
者
の
工
賃
ア
ッ

プ
を
目
指
し
、
地
元
で
人
気
の
ラ
ー
メ
ン

店
「
め
ん
屋 

鼓こ

舞ぶ

士し

」
に
協
力
を
依
頼

し
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
共
同

で
コ
ラ
ボ
ラ
ー
メ
ン
を
開
発
し
ま
し
た
。

　
「
め
ん
屋 

鼓
舞
士
」
が
普
段
提
供
し

て
い
る
ス
ー
プ
は
こ
っ
て
り
系
の
た
め
、

工
房
ぬ
く
も
り
の
細
打
ち
ち
じ
れ
麺
と
は

あ
ま
り
相
性
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
工
房
ぬ
く
も
り
の
生
麺
に
相
性
の
良
い

ス
ー
プ
を
一
か
ら
考
案
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
利
用
者
も
実
際
に
店
舗
に
赴
き
、

試
作
品
の
試
食
を
行
う
中
で
、
ス
ー
プ
の

種
類
や
ト
ッ
ピ
ン
グ
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
、
少
し
ず
つ
完
成
へ
近
づ
け
て
い
き

ま
し
た
。

 

試
食
会
を
通
じ
て
ス
ー
プ
は
塩
味
に
、

そ
し
て
利
用
者
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
で
は
な
く
鶏
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た

ラ
ー
メ
ン
が
平
成
27
年
4
月
に
完
成
し
ま

し
た
。

 

生
麺
の
販
売
先
で
今
回
の
コ
ラ
ボ
ラ
ー

メ
ン
を
P
R
し
た
と
こ
ろ
、「
是
非
お
店

に
行
っ
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
実
際
に
食
べ
て
い

た
だ
い
た
方
か
ら
は
「
食
べ
た
よ
。
美
味

し
か
っ
た
！
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
く

コ
ラ
ボ
ラ
ー
メ
ン
開
発
の
経
過

利
用
者
と
一
緒
に
開
発
！

工
房
ぬ
く
も
り

「
本
舞
士
塩
ラ
ー
メ
ン
」完
成
！

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
店
を
訪
れ
た
お
客
様
か
ら
応

援
の
手
紙
を
い
た
だ
く
機
会
も
あ
り
、
働

い
て
い
る
利
用
者
の
大
き
な
励
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

 

製
麺
だ
け
で
な
く
、
自
分
自
身
が
開
発

に
関
わ
っ
た
ラ
ー
メ
ン
が
地
域
の
お
店
で

提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
仕
事
に
誇
り

や
や
り
が
い
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
休
日

に
は
家
族
と
食
べ
に
行
っ
た
り
、
お
店
の

方
と
交
流
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
で
の
活
動
の
場
を
広
げ
、

働
く
喜
び
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
�

（
瀧
澤
）

つ
れ
づ
れ
福
祉

徒
然
な
る
ま
ま
に
…
他
の
法
人
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
か
ら
見
え
る
「
福
祉
」
を
、

そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
綴
り
ま
す
。

工房ぬくもり×めん屋 鼓
こ

舞
ぶ

士
し

コラボラーメン開発！

完成！

～地域との協働、そして働く喜びへ～

コメント

めん屋 鼓舞士　店長　唐澤さん
（写真左から2番目）

営業時間
昼　11：00～14：00
夜　17：00～20：30

（季節によって変動あり）
定休日　木曜日

長野県伊那市西町5070
（春日公園付近）
℡ 0265-76-5449

めん屋 鼓舞士

こどもからお年寄りまで楽し
める味。麺とスープの相性が
良いです。利用者の頑張りを
以前から知っていたので協力
したいと思っていましたが、
新しい味を一緒に作ってもら
い逆に感謝しています。

店舗情報

長野日報取材にて

工房ぬくもり×めん屋 鼓
こ

舞
ぶ

士
し

コラボラーメン開発！
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飯田I.C

長野I.C

信
州
中
野
I.C

更埴J.C.T

豊科I.C

小諸I.C
佐久I.C

塩尻I.C

伊那I.C

駒ヶ根I.C

１
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7 9 8

5 6

3

23
22松本I.C
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2 19

20
24

14
15

13

12
11
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伊北I.C

岡谷J.C.T

10

17

18

21

【障がい者福祉センターブロック】

平成27年度　組織概要

①水
みのちそう

内荘
・�施設入所支援事業（定員40人）、生活介護事業（定員68人）
・短期入所事業（併設型６人）、相談支援事業（一般・特定）

②みのちグループホームセンター
・�共同生活援助事業（14ホーム　定員71人）

③長野圏域障害者総合支援センター歩
ふ

楽
ら

里
り

・�地域生活支援事業、相談支援事業（受託・一般・特定・障害児）
・�居宅介護事業（身体介護・家事援助・通院介助・行動援護）ほか

④八
や

雲
ぐも

日
び

和
より

・生活介護事業（定員25人）、�就労継続支援B型事業（定員25人）

⑤小
こ

春
はる

日
び

和
より

・�就労移行支援事業（定員12人）、�就労継続支援B型事業（定員10人）

ブロック長　　小宮山　紀道 （水内荘所長）

【長野ブロック】

�障がい者スポーツ支援センター駒ヶ根
　「サンスポート駒ヶ根」
・�サンアップルの南信サテライト事業所

⑳障がい者スポーツ支援センター長野
　「サンスポートながの」
・�サンアップルの北信サテライト事業所

⑲�長野県障がい者福祉センター
　「サンアップル」
・�障がい者のスポーツ・文化活動支援事業

���障がい者スポーツ支援センター松本
　「サンスポートまつもと」
・�サンアップルの中信サテライト事業所

�障��がい者スポーツ支援センター佐久
　「サンスポート佐久」
・�サンアップルの東信サテライト事業所

ブロック長　　関口　一道
　　　　　　　（障がい者福祉センター所長）

⑬伊那ゆいま～る
・�生活介護事業（定員15人）、就労継続支援Ｂ型事業（定
員２０人）、相談支援事業（特定）

⑮辰野町障がい者就労支援センター
　「工房ぬくもり」
・�就労継続支援Ｂ型事業（定員20人）、相談支援事業（特定）

⑭ほっとワークス・みのわ
・�就労支援Ｂ型事業（定員20人）、相談支援事業（特定）

⑯辰野町地域活動支援センター
・�地域活動支援センター事業（定員20人）

⑪ほっとグループホーム伊南
・�共同生活援助事業（10ホーム　定員53人）

⑫ほっと居宅
・�居宅介護事業（身体介助・家事援助・通院介助）、行動
援護、地域生活支援事業

⑩ほっとグループホーム伊北
・�共同生活援助事業（16ホーム　定員81人）、相談支援事
業（特定）

【上伊那北部ブロック】

ブロック長　　滝　茂樹
　　　　　　　（ほっと居宅所長）
副ブロック長　北沢　和明
　　　　　　　（ほっと伊南所長）

⑦信濃学園
・�福祉型障害児施設入所事業（定員30人）
・�短期入所事業（空床型）、日中一時支援事業
・�施設入所支援事業・生活介護事業
　※�18歳以上対象、障害児入所事業の定員内で実施

⑧松本あさひ学園
・�情緒障害児短期治療施設（入所30人、通所5人）

⑨松本ひよこ
・�生活介護事業（定員21人）
・�就労継続支援B型事業（定員18人）、相談支援

事業（一般・特定・障害児）
・�共同生活援助事業（4ホーム定員23人）
・�重度障害者等包括支援事業（定員5人※生活介
護事業、共同生活援助事業に含む）

【松本ブロック】

ブロック長　　佐藤　靖
　　　　　　　（信濃学園所長）
副ブロック長　小島　健一
　　　　　　　（松本あさひ学園治療支援課長）

⑰西
にし

駒
こま

郷
ごう

平成27年4月1日現在

・�施設入所支援事業（定員140人）、短期入所事業（空床型）
・�生活介護事業（定員165人）、自立訓練（生活訓練）事業（定員
10人）

・�就労継続支援A型事業（定員20人）
・就労継続支援B型事業（定員54人）、就労移行支援事業（定員6人）
　相談支援事業（一般・特定）、自活訓練事業

（駒ヶ根支援事業部、宮田支援事業部） ⑱上伊那圏域障害者総合支援センター
　「きらりあ」
・�相談支援事業（受託・一般・特定・障害児）、障がい児等療育
支援事業

・�発達障がいサポートマネージャー整備事業、障害者就業・生
活支援センター事業 ほか

【上伊那南部ブロック】

ブロック長　　滝　茂樹（西駒郷所長）

⑥長野市地域活動支援センターこぶし
・�地域活動支援センター事業（定員15人）

法人本部（事務局）
・�事業団が経営する各事業所の管理
運営における調整

・�介護福祉士等修学資金貸付事業　
ほか

○24

※兼務のある職員の所属・職名は主たる事業所を掲載

やまなみ 2015 夏 8



平成27年度　事業計画・収支予算書

【管理部門】
１　事業の拡大・改善（施設整備） 
　�　施設整備等により、事業の拡大・改善を図ります。

２　人材育成に向けた取組み
　�　「研修要綱」の見直し及び「職員派遣研修助成金要綱」の策定により、これまでの研修体系を一部見直して各種研修
（全体・階層・専門・派遣・実務研究発表等）を開催するとともに、新たな人材育成制度（キャリアパス）について検
討します。

　�　なお、今年度は「長野県社会福祉事業団実務論文集発行要綱」に基づき、事業団全職員から論文を募集します。（選
考は平成28年度）

３　「長野県社会福祉事業団設立50周年事業」の実施
　�　長野県社会福祉事業団設立50周年を記念して、平成27年11月13日（金）に長野市内で記念式典を開催するほか、年度

内に50周年記念誌を発行します。
　　また50周年にあわせて「ゆるキャラ」を制作し、記念式典にてお披露目します。

【支援部門】
１　権利擁護の充実
　�　「虐待防止対応規程」に基づき、各事業所単位又はブロック単位で「虐待防止委員会」を設置するほか、身体拘束ガ

イドライン等の有効活用の徹底、権利擁護に関わる職員の研修会やセミナー等への参加促進を図ります。

2　セーフティネット機能の強化
　�　各事業所において施設入所支援や短期入所事業、放課後等デイサービス事業等、セーフティネット機能の強化・充実

を図ります。

３　余暇（スポーツ（運動）・文化）活動支援体制の整備
　�　長野県障がい者福祉センター「サンアップル」を中心に障がい者の余暇（スポーツ（運動）・文化）活動を支援するほ

か、「第4回 駒ヶ根高原ふくしセミナー」の開催や「グループホーム調査・検証事業」の実施により、障がい者の
「豊かな暮らしづくり」を支援します。

平成27年度　長野県社会福祉事業団収支予算書 （単位：千円）

科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

児童福祉事業収入 198,677 195,552 3,125
就労支援事業収入 100,395 94,826 5,569
障害福祉サービス等事業収入 2,272,157 2,352,706 △ 80,549
その他の事業収入 302,835 322,015 △ 19,180
経常経費寄附金収入 250 100 150
受取利息配当金収入 1,288 1,532 △ 244
その他の収入 22,539 24,263 △ 1,724
事業活動収入計(1) 2,898,141 2,990,994 △ 92,853

支
　
出

人件費支出 2,036,243 1,988,529 47,714
事業費支出 519,795 527,049 △ 7,254
事務費支出 320,591 329,747 △ 9,156
就労支援事業支出 100,395 94,826 5,569
支払利息支出 2,549 2,634 △ 85
その他の支出 1,445 1,119 326
事業活動支出計(2) 2,981,018 2,943,904 37,114

事業活動資金収支差額(3)=(1)ー(2) △ 82,877 47,090 △ 129,967

科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
　
入

施設整備等補助金収入 65,020 39,260 25,760
設備資金借入金収入 0 71,287 △ 71,287
施設整備等収入計(4) 65,020 110,547 △ 45,527

支
　
出

設備資金借入金元金償還支出 22,518 20,030 2,488
固定資産取得支出 147,176 252,654 △ 105,478
施設整備等支出計(5) 169,694 272,684 △ 102,990

施設整備等資金収支差額(6)=(4)ー(5) △ 104,674 △ 162,137 57,463

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

積立資産取崩収入 211,274 180,512 30,762

その他の活動収入計(7) 211,274 180,512 30,762

支
　
出

積立資産支出 37,295 36,379 916

その他の活動支出計(8) 37,295 36,379 916

その他の活動資金収支差額(9)=(7)ー(8) 173,979 144,133 29,846

予備費支出(10) 0 0 0

当期資金収支差額合計
(11)=(3)+(6)+(9)ー(10) △ 13,572 29,086 △ 42,658

前期末支払資金残高(12) 392,985 504,697 △ 111,712
当期末支払資金残高(11)+(12) 379,413 533,783 △ 154,370
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事業所等 内　　容 
ア �みのち
　 グループホーム センター ・「コーポやまなみ」スプリンクラー設置

イ 八雲日和 ・「従たる事業所」の立ち上げ
・「就労支援継続支援Ａ型事業所」の検討

事業所等 内　　容 

ウ 松本ひよこ ・�「日中活動事業所」及び「グループホー
ム」の設置検討 

エ ほっとワークス・みのわ ・�南箕輪村への移転・開設（Ｈ29）に向
けた土地取得

オ ほっとグループホーム伊北 ・「北割ハイツ（仮称）」の立ち上げ他 
カ ほっとグループホーム伊南 ・「竹村ハイツ」の廃止 



平成26年度　事業報告

ひまわり支援課個室化工事（西駒郷）

ほのぼのハウス（八雲日和）

さんさん・とことこ（ほっとグループホーム伊南）

「信州のアール・ブリュット展」ギャラリートークの様子

とうふ作り（わーく西駒）

1　職員の給与ベースアップ
　社会情勢の変動や福祉人材の確保・定着に向け、全職員の基本給を
０.５％アップするとともに、役職加算一律１万円アップしました。

4　工賃アップへの取組み
　就労系事業所（9事業所）では工賃アップに向けて販路拡大や新商品の
開発等に努めました。
「わーく西駒」（就労継続支援A型事業）では平均工賃7万円を超える
（昨年度比約5,000円増）など、大半の事業所で平成25年度の実績を上回る
ことができました。

5　「信州のアール・ブリュット展」開催
　第3回駒ヶ根高原ふくしセミナーの特別企画として、高原セミナー実行
委員会主催により平成26年6月27日から8月5日までの間、駒ケ根高原美
術館にて「信州のアール・ブリュット展」を開催しました。
　期間中1,025人に鑑賞いただくとともに、平成26年7月19日に開催した
ギャラリートークには約50人にご参加いただきました。

　県立2施設の指定管理について応募し、平成26年度から平成30年度まで
（5年間）の指定管理者として再指定され、提案した事業計画に基づき
サービスを提供しました。

「長野県西駒郷」および「長野県障がい者福
祉センター」の指定管理者再指定

2

3　事業の拡大・改善等
　施設整備等により、事業の拡大・改善等を実施しました。

事業所等 内　　容 
ア　みのちグループホーム
　　センター ・�他法人からGH１棟（７人）の運営を継承

イ　八雲日和 ・�高齢利用者の日中活動支援の従たる事業所 
（１０人）を開設

ウ　小春日和 ・就労継続支援B型事業（１０人）を開始
エ　�ほっとグループホーム伊

南
・�重度・自閉症対応型ホーム２棟（１２人）を
　開設

オ　西駒郷
・あすなろ支援課の廃止
・ひまわり支援課の全室個室化工事
・通所者用の食堂の増設
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科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)ー(B)

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

児童福祉事業収入 199,186,000 199,073,714 112,286
就労支援事業収入 103,874,000 102,243,265 1,630,735
障害福祉サービス等事業収入 2,370,235,000 2,350,085,289 20,149,711
その他の事業収入 322,015,000 320,257,360 1,757,640
経常経費寄附金収入 278,000 1,356,301 △ 1,078,301
受取利息配当金収入 1,646,000 1,836,556 △ 190,556
その他の収入 26,498,000 29,849,559 △ 3,351,559
事業活動収入計(1) 3,023,732,000 3,004,702,044 19,029,956

支
出

人件費支出 1,988,701,000 1,920,687,994 68,013,006
事業費支出 464,479,000 435,798,579 28,680,421
事務費支出 342,917,000 315,861,484 27,055,516
就労支援事業支出 103,582,000 101,593,484 1,988,516
支払利息支出 2,122,000 2,068,609 53,391
その他の支出 1,464,000 1,408,498 55,502
事業活動支出計(2) 2,903,265,000 2,777,418,648 125,846,352

事業活動資金収支差額(3)=(1)ー(2) 120,467,000 227,283,396 △ 106,816,396

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等補助金収入 46,347,000 46,347,000 0
施設整備等寄附金収入 2,520,000 2,516,400 3,600
設備資金借入金収入 89,358,000 89,097,453 260,547
施設整備等収入計(4) 138,225,000 137,960,853 264,147

支
出

設備資金借入金元金償還支出 18,722,000 18,677,477 44,523
固定資産取得支出 318,693,000 243,510,527 75,182,473
施設整備等支出計(5) 337,415,000 262,188,004 75,226,996

施設整備等資金収支差額(6)=(4)ー(5) △ 199,190,000 △ 124,227,151 △ 74,962,849
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収

支
収
入

長期貸付金回収収入 8,415,000 8,398,210 16,790
積立資産取崩収入 189,582,000 102,093,349 87,488,651
その他の活動収入計(7) 197,997,000 110,491,559 87,505,441

支
出

長期貸付金支出 63,076,000 62,583,600 492,400
積立資産支出 77,184,000 74,431,692 2,752,308
その他の活動支出計(8) 140,260,000 137,015,292 3,244,708

その他の活動資金収支差額(9)=(7)ー(8) 57,737,000 △ 26,523,733 84,260,733
予備費支出(10) 0 0 0
当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)ー(10) △ 20,986,000 76,532,512 △ 97,518,512
前期末支払資金残高(12) 708,403,265 393,057,673 315,345,592
当期末支払資金残高(11)+(12) 687,417,265 469,590,185 217,827,080

資金収支計算書
（自　平成26年4月1日　至　平成27年3月31日）

事業活動収支計算書
（自　平成26年４月１日　至　平成27年3月31日）

資産の部 負債の部
科目名 当年度末 前年度末 増減 科目名 当年度末 前年度末 増減

流動資産 760,200,031 874,364,164 △ 114,164,133 流動負債 289,334,862 523,331,011 △ 233,996,149
  現金預金 322,759,352 518,382,124 △ 195,622,772   短期運営資金借入金 37,000,000 45,000,000 △ 8,000,000
  事業未収金 426,509,503 340,056,494 86,453,009   事業未払金 229,350,814 469,268,521 △ 239,917,707
  未収金 0 12,009 △ 12,009   預り金 13,845,627 2,275,742 11,569,885
  貯蔵品 142,705 142,970 △ 265   職員預り金 7,290,015 4,881,155 2,408,860
  原材料 1,274,984 1,042,829 232,155   前受金 1,844,259 1,871,493 △ 27,234
  立替金 8,522,137 12,657,513 △ 4,135,376   仮受金 4,147 34,100 △ 29,953
  前払金 529,370 760,600 △ 231,230
  前払費用 361,980 294,730 67,250
  仮払金 100,000 1,014,895 △ 914,895
固定資産 3,493,366,623 3,355,120,021 138,246,602 固定負債 669,740,212 583,795,468 85,944,744
基本財産 959,868,598 873,600,483 86,268,115   設備資金借入金 225,467,508 155,047,532 70,419,976
  土地 35,015,898 35,015,898 0   退職給付引当金 351,694,166 333,756,130 17,938,036
  建物 909,852,700 823,584,585 86,268,115   全事協退職年金共済引当金 92,578,538 94,991,806 △ 2,413,268
  定期預金 4,500 4,500 0
  投資有価証券 14,995,500 14,995,500 0
その他の固定資産 2,533,498,025 2,481,519,538 51,978,487
  建物 19,377,426 22,786,025 △ 3,408,599
  構築物 9,326,881 8,586,757 740,124
  機械及び装置 22,090,905 17,420,827 4,670,078
  車輌運搬具 30,097,776 39,178,335 △ 9,080,559
  器具及び備品 31,267,529 34,217,248 △ 2,949,719
　建設仮勘定 4,911,200 0 4,911,200       負債の部合計 959,075,074 1,107,126,479 △ 148,051,405
  権利 2,712,986 2,683,542 29,444 純資産の部
  ソフトウェア 688,889 1,578,310 △ 889,421 基本金 49,400,000 49,400,000 0
  長期貸付金 573,896,811 519,711,421 54,185,390 国庫補助金等特別積立金 505,683,782 507,526,363 △ 1,842,581
  退職給付引当資産 351,694,166 333,756,130 17,938,036 その他の積立金 1,027,385,065 1,071,416,100 △ 44,031,035
  貸付原資積立資産 309,308,692 358,712,527 △ 49,403,835   貸付原資積立金 309,308,692 358,712,527 △ 49,403,835
  人件費積立資産 239,337,504 253,337,504 △ 14,000,000   人件費積立金 239,337,504 253,337,504 △ 14,000,000
  施設整備等積立資産 476,209,226 457,604,026 18,605,200   施設整備等積立金 476,209,226 457,604,026 18,605,200
  全事協退職年金共済預け金資産 92,578,538 94,991,806 △ 2,413,268   工賃変動額積立金 1,344,496 576,896 767,600
  長期前払費用 528,260 647,260 △ 119,000   設備等整備積立金 1,185,147 1,185,147 0
  その他の固定資産 366,941,593 334,545,777 32,395,816 次期繰越活動増減差額 1,712,022,733 1,539,392,189 172,630,544
  工賃変動額積立資産 1,344,496 576,896 767,600   (うち当期活動増減差額) 130,909,106 61,161,174 69,747,932
  設備等整備積立資産 1,185,147 1,185,147 0     純資産の部合計 3,294,491,580 3,167,734,652 126,756,928
      資産の部合計 4,253,566,654 4,229,484,185 24,082,469     負債及び純資産の部合計 4,253,566,654 4,274,861,131 △ 21,294,477

貸借対照表
（平成27年3月31日現在）

科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)ー(B)

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

児童福祉事業収益 199,073,714 204,502,795 △ 5,429,081
就労支援事業収益 102,243,265 88,295,153 13,948,112
障害福祉サービス等事業収益 2,350,085,289 2,299,336,167 50,749,122
その他の事業収益 320,257,360 304,270,901 15,986,459
指定管理料収益 0 993,657,746 △ 993,657,746
経常経費寄附金収益 1,356,301 2,331,936 △ 975,635
その他の収益 851,619 2,166,235 △ 1,314,616
サービス活動収益計(1) 2,973,867,548 3,894,560,933 △ 920,693,385

費
用

人件費 1,937,057,372 1,910,612,790 26,444,582
事業費 435,798,579 435,699,312 99,267
事務費 315,861,484 353,119,175 △ 37,257,691
就労支援事業費用 101,361,329 87,835,686 13,525,643
減価償却費 130,933,505 129,262,572 1,670,933
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 48,189,581 △ 47,877,081 △ 312,500
その他の費用 120,000 120,000 0
サービス活動費用計(2) 2,872,942,688 2,868,772,454 4,170,234

サービス活動増減差額(3)=(1)ー(2) 100,924,860 1,025,788,479 △ 924,863,619

サ
ー
ビ
ス
活
動
外

増
減
の
部

収
益

受取利息配当金収益 1,836,556 2,737,382 △ 900,826
その他のサービス活動外収益 28,997,940 26,513,794 2,484,146
サービス活動外収益計(4) 30,834,496 29,251,176 1,583,320

費
用

支払利息 2,068,609 2,281,434 △ 212,825
その他のサービス活動外費用 1,288,498 1,386,300 △ 97,802
サービス活動外費用計(5) 3,357,107 3,667,734 △ 310,627

サービス活動外増減差額(6)=(4)ー(5) 27,477,389 25,583,442 1,893,947
経常増減差額(7)=(3)+(6) 128,402,249 1,051,371,921 △ 922,969,672

特
別
増
減
の
部

収
益

施設整備等補助金収益 46,347,000 12,535,000 33,812,000
施設整備等寄附金収益 2,516,400 3,447,000 △ 930,600
特別収益計(8) 48,863,400 15,982,000 32,881,400

費
用

固定資産売却損・処分損 9,543 1 9,542
国庫補助金等特別積立金取崩額（除却等） △ 12,415,718 0 △ 12,415,718
国庫補助金等特別積立金積立額 58,762,718 12,535,000 46,227,718
特別費用計(9) 46,356,543 12,535,001 33,821,542

特別増減差額(10)=(8)ー(9) 2,506,857 3,446,999 △ 940,142
　　　　　　　　　　 当期活動増減差額(11)=(7)+(10) 130,909,106 1,054,818,920 △ 923,909,814

繰
越
活
動
増
減
差

前期繰越活動増減差額(12) 1,537,082,592 1,606,707,057 △ 69,624,465
当期末繰越活動増減差(13)=(11)+(12) 1,667,991,698 2,661,525,977 △ 993,534,279
基本金取崩額(14) 0 0 0
その他の積立金取崩額(15) 91,498,870 87,973,720 3,525,150
その他の積立金積立額(16) 47,467,835 216,449,762 △ 168,981,927
次期繰越活動増減差額
(17)=(13)+(14)+(15)ー(16) 1,712,022,733 2,533,049,935 △ 821,027,202

平成26年度　収支決算書（法人合算）

やまなみ 2015 夏11



〒380－0928　長野市若里七丁目1番7号　長野県社会福祉総合センター5Ｆ
tel：026-228-0337　fax：026-228-0310
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社会福祉法人

長野県社会福祉事業団

掲載記事の内容等についてのお問い合わせ及びプレゼントの応募はこちらまでお願いします。

事
業
団
だ
よ
り
　や
ま
な
み
　2015年

　夏
　V
ol.13　

　
発
行
所
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福
祉
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人
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野
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団
　
　
発
行
日
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27年
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31日
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刷
：
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一
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画
株
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社

人
事
異
動

　事業団50周年を記念して、長野県社会福祉事業団のゆるキャラを制作します！
　①名称・②デザイン（色やオプション）・③アイデア（機能・活用方法）を募集し
ますので、皆様ふるってご応募下さい。（応募方法等の詳細は事業団ホームページ
をご覧ください）
� ［平成27年度 長野県地域発元気づくり支援金活用事業］

編
集
後
記

　今号の表紙で紹介しました善光寺御開帳の回向柱。この柱に触るとご利益が得ら
れるということですが、過去に使用された回向柱が善光寺境内西側に建てられてい
ることをご存知ですか。
　この一角は森閑とした空気が流れ、徐々に土に還って小さくなっていく回向柱に
静かな感動と、時の流れの早さ、儚さを感じます。
　前回の善光寺御開帳の年に創刊した事業団広報紙「やまなみ」は今号で13号を迎
えました。
　そして長野県社会福祉事業団は今年で設立50周年。過去の歴史を振り返りつつ
も、新たな50年に向けて一歩一歩、着実に前進したいものです。� （中村）

　事業団だより「やまなみ」の感想や今後掲載してほしい内容等
について、①郵便番号、②住所、③氏名、④電話番号を記載のう
えメールまたは郵便はがきにて法人本部（事務局）までお寄せ下
さい。
 1１月末までにお寄せいただいた方の中から抽選で、「わーく西
駒」の「自家製豆乳使用の手作り焼き菓子」を５名の方にプレゼ
ントいたします。
　なお、当選発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
   （プレゼントの発送は１２月を予定しています）

「わーく西駒」
支援員
保坂　明　からのメッセージ

プレゼント

◆自家製豆乳使用の手作り焼き菓子◆

　信州まめ匠では、地元
信州産の大豆を１００%使用
してできた豆乳を使用し
て豆腐、どら焼きを製造
していますが、昨年度か
ら新製品として新たに４
種の焼き菓子が仲間入り
しました。

　今回は、その中からマドレーヌ・フィナンシェ・スコーン
の入った焼き菓子セットをプレゼント致します。
　自家製豆乳入りの風味豊かな焼き菓子を是非ご賞味下さい。
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• �50 年後の未来からやってきたゆるキャラ型ロ
ボット

• �外見はシンプルだが中身は超精密。県内 19 事業
所の情報を Wifi 接続で常にキャッチし、理事長
に経営アドバイスをしている。

• �お腹のポケットは事業所と 4 次元で繋がってお
り、福祉施設で作られたどら焼きやうどん等を
イベントで配ることができる。

• �さらに 50 年後の長野県社会福祉事業団 100 周年
記念式典の際に中から「何か」が出てくるらしい。

ゆるキャラの
名称等募集！


